
SDGsの取組

目指すゴール
取組・活動内容とゴールとの
関係

目標

経済 9

・職人の手仕事と機械の効率性を共
存させ、伝統を守りながら新しい商
品開発に努めている。

・新商品を年間2品以上開発（2030
年まで）
・伝統的な麩の製造方法の継承者1
名（2022年）→5名（2030年）

社会 4,10,11

・愛知県産小麦を使用し、地域に貢
献している。
・高齢者や障がい者雇用を積極的に
行う。
・中学校、高校向けに課外授業や職
場体験を行っている。

・愛知産の原料使用割合60％以上
（2030年まで）
・高齢者の雇用者3名（2022年）→7
名（2030年）
・学生向けの課外授業や職場体験の
実施年間5回以上実施（2030年ま
で）

環境 12,13

・梱包の簡素化、食品ロスの削減に
取り組む。
・消灯ルールを設けるなど、消費電
力の削減に取り組む。

・食品ロス削減：前年比年間30％削
減（2030年まで）
・消費電力削減：前年比年間5％削
減（2030年まで）

株式会社　麩屋銀

取組・
活動内容

　株式会社麩屋銀は「おいしさで笑顔の花を咲かせます」の経営理念のも
と、安心安全でおいしいお麩を製造することで社会に貢献することを目標と
してＳＤＧｓ活動に取組んでいます。「人権（健康・働きがい）」、「環
境」、「食の安心、伝統へのこだわり」、「地域貢献」の4つのテーマで活動
し、食を通じて持続可能な社会の実現を目指します。


